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「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
」

「
心
豊
か
な
人
問
尊
重
の
町
」
づ
く
り
を
目
指
し
て

国
見
町
長
　
　
冨
　

永
　

武
　

夫

新
年
の
門
出
に
あ
た
り
、
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
七
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
た
ぴ
重
な
る
核
実
験
に
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
批
判
が
集
ま
り
、
ま
た
、
韓
国
で
は
、
前
・
元
大
統
領
の
連
捕
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ビ
ン
首
相
暗
殺
と
き
わ
め
て
残
念
な
事
件
が
続
き
、
国
内
に
あ
っ
て
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
は
じ
ま
り
、
円
高
、
オ
ウ
ム
教
、
銀
行
の
倒

産
・
不
祥
事
と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
連
続
に
、
何
と
い
っ
て
も
最
大
の
問
題
は
、
景
気
の
低
迷
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
食
糧
法
の
施
行
に
伴
い
、
今
後
の
水

田
営
農
活
性
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
農
業
・
農
村
振
興
対
策
は
一
層
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
農
業
者
。
町
、
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
景
気
の
立
ち
直
り
と
社
会
情
勢
の
平
穏
無
事
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
記
念
す
べ
き
第
五
十
回
国
民
体
育
大
会
福
島
大
会
が
開
催
さ
れ
、
成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

国
見
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
村
合
併
四
十
周
年
紀
念
事
業
と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
上
野
台
運
動
公
閏
総
合
運
動
場
の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
十
二
年
ぶ

り
の
町
民
大
運
動
会
を
開
催
し
。
町
民
相
互
の
融
和
と
協
調
の
心
を
温
め
合
い
、
新
た
な
町
づ
く
り
へ
の
糧
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
各
般
に
わ
た
る
建
設
・

建
築
事
業
、
生
活
・
生
産
基
盤
整
備
事
業
の
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
、
着
実
に
町
民
総
参
加
の
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
に
町
政
に
対
す
る

町
民
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
新
た
な
平
成
八
年
を
迎
え
、
私
は
引
き
続
き
町
民
総
参
加
の
町
政
運
営
を
基
本
と
し
て
、
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
「
心
の

豊
か
さ
を
持
っ
た
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り
」
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
国
見
町
の
特
性
を
活
か
し
た
第
三
次
国
見
町
振
興
計
画
の
具
体
化
を
進
め
る
、
次

の
六
つ
を
柱
と
し
て
中
・
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
効
果
的
な
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
の
柱
は
「
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
加
え
、
便
利
な
交
通
網
は
地
域
発
展
の
基
礎
で
あ
り
、
こ
の



立
地
条
件
を
生
か
し
た
農
・
工
・
商
の
振
興
と
経
営
の
安
定
対
策
。
特
に
新
食
糧
法
施
行
に
伴
う
農
業
・
農
村
振
興
対
策
の
推
進
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
を
は
じ
め
、
小
坂
地
区
県
営
ほ
場
整
備
の
推
進
ほ
か
、
農
・
工
・
商
各
般
に
わ
た
る
生
産
基
盤
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

第
二
の
柱
は
「
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。
快
適
な
環
境
づ
く
り
は
、
生
活
道
路
の
整
備
促
進
、
上
下
水
道
、
河
川
の
整
備
、
特

に
本
年
四
月
、
一
部
供
用
開
始
と
な
る
下
水
道
事
業
の
普
及
推
進
の
た
め
の
条
件
整
備
、
さ
ら
に
は
板
橋
南
住
宅
団
地
造
成
等
の
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
事
業
、

観
月
台
の
親
水
公
園
整
備
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
の
柱
は
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
の
推
進
で
あ
り
ま
す

。
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
間
近

に
控
え
、
高
齢
者
の
在
宅
福
祉
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
よ
る
福
祉
対
策
を
は
じ
め
多
様
な
健
康
づ
く
り
事
業
、
健
康
診
査
事
業
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、
各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備
事
業
と
し
て
。
本
年
は
大
木
戸
地
区
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
。
季
節
保
育
所
の
整
備
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。第

四
の
柱
は
「
将
来
の
国
見
町
を
担
う
人
材
育
成
」
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。
保
健
と
福
祉
、
文
化
の
拠
点
と
し
て
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー

ン
と
し
て
の
上
野
台
運
動
公
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
有
効
運
営
を
図
る
と
と
も
に
。
雇
用
促
進
事
集
団
の
ご
協
力
を
得
て
、
全
天
候
型
勤
労
者
体
育

施
般
の
建
般
な
ど
、
教
育
施
般
・
設
備
の
整
備
を
遠
め
、
人
材
の
育
成
、
青
少
年
健
全
育
成
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
五
の
柱
は
「
町
民
総
参
加
の
町
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。
町
政
運
営
は
町
民
総
参
加
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
町
政
懇
談
会
を
継
統
し
、
広
く
皆
様
方
の

声
を
拝
聴
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
町
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
広
報
広
聴
活
動
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
六
の
柱
は
「
行
財
政
体
制
の
充
実
」
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
へ
の
進
行
、
情
報
化
。
国
際
化
の
進
展
、
生
活
の
質
や
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
国
は
地
方
分
権
を
推
進
し
、
地
方
の
自
主
と
自
立
性
を
強
化
す
る
た
め
、
所
要

の
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
も
行
財
政
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
限
ら
れ
た
財
源
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
職
員
体
制
の
も
と
で
、
な
お
一
層
の
創
意

と
工
央
を
駆
使
し
、
行
財
政
体
制
の
充
実
、
強
化
を
図
り
、
町
政
全
般
に
わ
た
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
国
見
町
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
。
積
極
的
な
町
政
運
営
に
あ
た

り
、
町
民
皆
様
が
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
、
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
一
屑
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
八
年
が
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



公

共

下

水

道

の

一
部
供
用
開
始
を
前
に

７

公
共
下
水
道
は
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を

い
た
だ
き
、
四
月
一
日
か
ら

下
図
に
示
し
た
地
域
で
、
使
川
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
処
理
地
区
城
内
の
み
な
さ
え

は
、
一
日
も
早
く
俳
水
設
備
上
事
等

を
行
い
。
ご
家
庭
の
衛
生
を
は
じ
め
、

地
域
の
生
活
環
塊
の
向
上
を
図
り
、

明
る
く
快
適
な
町
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
公
共
ド
水
道
の
使
用
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
が

整
備
さ
れ
る
と
…

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
台
所
や

浴
室
な
ど
の
汚
水
と
と
も
に
。
し
尿

も
直
接
。
下
水
道
に
流
す
こ
と
か
で

き
。
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
が
営
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
の
浴

窒
や
台
所
か
ら
の
汚
水
、
ま
た
は
、

す
で
に
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用
し
て

い

る
家
庭
に
つ
い
て
は
、
六
か
月
以
内

に
排
水
設
備
を
設
置
し
、
公
共
汚
水

マ
ス
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
く
み

取
り
便
所
に
つ
い
て
は
、
て
年
以
内

に
水
洗
化
す
る
こ
と
が
、
建
物
の
所

仔
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
、

公
共
下

水
道
を

使

用

す

る

た
め

に

は
・：

ド
水
道
施
設
の
£
常
な
機
能
を
保

っ
た
め
に
．
次
の
よ
う
な
使
川
制
限

が
あ
り
ま
す
．

一
　
し
尿
を
公
共
下
水
道
に
流
す
場

ｎ`
は
．
水
洗
ト
イ
レ
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

．一
　
七
場
や
乍
業
所
な
ど
で
流
す
排

水
が
下
水
道
施
設
に
ｉ
‐二

て
有
古

な
物
質
を
含
ん
で
い
る
場
合
は
．

一
定
の
水
質
基
準
ま
で
排
水
を
処

理
し
て

い
た
だ
く
施
設
と
し
て
．

『
除
外
施
設
』
を
設
け
る
こ
と
か

義
隋
付
け
ら
れ
ま
す
．

三
　
公
共
ド
水
道
の
使
川
を
開
始
す

る
と
き
は
．
あ
ら
か
じ
め
都
巾
整

備
ａ

ド
水
道
係
へ
届
け
川
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
　
ま
た
、
廃
ｉ
す

る
と
き
ｔ
同
ほ
で
卞
。

排

水
設

備

と

は
・：

排
水
設
備
と
は
、
家
庭
の
浴
室
や

台
所
、
洗
濯
水
な
ど
の
汚
水
と
水
洗

ト
イ
レ
か
ら
の
汚
水
を
排
水
管
に
よ

っ
て
公
共
汚
水
マ
又
に
接
続
す
る
部

分
ま
で
の
施
設
を
い
い
ま
す

。

排
水
殴
備
は
、
み
な
さ
ん
か
維
持

管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

糾
悪
な
1
1
:
事
や
違
法
な
1
1申
か
な
さ

れ
な
い
よ
・
―

町
で
桁
定
し
た
糾
水

置
備
指
定
Ｔ
乍
店
と
み
な
き
ん
と
の

喫
杓
に
よ
二

、
。上
乍
を
お
こ
な

ご
ヽ

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

融
資
に
つ
い
て

町

で

は
．

く
ら
’
取

り
便
所

の
水
洗

化

や

排

氷

設

陥

Ｌ
小

冊

川

の

融

心

’融

資
限

度
額
　

肚
‥冊

瓦

卜
．り
円

）

を
受

け

た
万

に
対

し
．

そ

の
刊
．卜
を

町

か
負
担

す
る

こ
と

に
し

ま
し

た

俳

人
彖

の
償
還

は
、

．．．印

以
内
で

す

－
問
い
合
わ
せ

郡
山
整
備
課
　
ド
豕
辺
陬

韲
肪
2
1
1
1
　
内
線
２
６
１
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公共下水道使用開始区域



中国の研修で

私の目に写ったもの
(その1)

国見町農業委員会長 賀　藤　　貞

国
際
化
か
も
た
ら
す
市
場
経
済
の

中
で
、
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
か
一

層
進
む
今
日
。
国
見
町
農
業
委
員
会

で
は
世
界
屈
指
の
農
業
国
で
あ
る
中

国
の
農
業
事
情
を
視
察
研
修
す
る
た

め
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
同
国
を
肪
問
し
た
。

研
修
の
主
日
的
は
。
日
本
の
家
族

営
農
か
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
中
に
あ
っ

て
、
冬
期
間
の
わ
か
町
の
主
農
産
物

と
し
て
欠
か
せ
な
い
干
柿
に
重
点
を

置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

研
修
は
、
青
州
方
面
を
視
察
す
る

班
と
上
海
近
郊
の
農
業
と
市
場
を
視

察
す
る
班
の
二
班
編
成
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
北
京
と
上
海
に
四
泊
五
日
し
た
。

日
本
人
が
い
っ
ぱ
い

火
力
発
電
が
主

九
月
二
十
一
卩
、
成
田
発
の
中
国

国
際
航
空
機
の
中
は
。
日
本
人
か
大

半
を
占
め
る
。
中
凶
へ
の
観
光
客
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
は
、
日
本
語
を

話
さ
な
い
。
中
国
語
と
英
語
の
み
。

上
海
市
上
空
を
経
由
し
て
着
い
た

北
京
空
港
は
、
さ
ほ
ど
明
る
く
な
い
。

滑
走
路
へ
の
進
人
灯
や
誘
導
灯
は
も

ち
ろ
ん
灯
っ
て
い
る
か
、
空
港
内
の

電
灯
は
薄
暗
い
。
あ
ま
た
の
空
港
か

持
つ
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
は

こ
こ
に
は
な
い
。
ま
た
、
空
港
か
ら

宿
舎
と
な
る
ホ
テ
ル
へ
の
道
す
か
ら

市
内
を
眺
め
る
と
、
家
々
の
電
灯
や

街
灯
も
暗
い
。
こ
れ
は
、
同
国
の
電

力
供
給
は
主
に
火
力
発
電
に
頼

っ
て

お
り
、
慢
性
的
な
電
力
不
足
を
来
し

て
い
る
た
め
、
制
限
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
の
こ
と
。

空
港
や
ホ
テ
ル
に
い
る
中
国
の
人

た
ち
は
、
私
た
ち
日
本
人
と
変
わ
ら

な
い
顔
立
ち
、
姿
の
た
め
『
外
国
』

と
い
う
感
じ
は
し
な
い
。

ホ
テ
ル
に
着
い
て
夕
食
。
中
国
料

理
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
人
の
口
に

あ
う
よ
う
調
味
さ
れ
て
い
た
。

キ
ャ
ベ
ツ
満
載
の

ト

ラ

ッ

ク

自
転
車
の
波

二
十
二

日
は

、
北

京
の
市
井

視

察

と
万

里

の
艮
城

見

乍
。

市
内
を

バ
ス

で
走

り
て

い
て
日

に

つ
く
の

は
、
走
『

て

い
る
自

動
車

の

古

さ

と
自
転
車

に
乗

う
た
人
の
数

で

あ
る

。
半
端
な

数
で

は
な

い
。
波

と

な

り
て
う

ね

。
て

い
る
感

が
あ

る
。

そ

の
雑

踏
の
中

を

キ
ャ

ベ
ツ
を

満
載

し

た
ト

ラ

。
ク
が
走

り
抜

け
て

い
く

。

な
ん

と
包
装

な
ど

さ
れ
て

い
な

い
、

む
き
出

し
の

キ

ャ
ベ
ツ

を
荷
台

に
山

積
み
し

、
上

か
ら
網

を

か
け

。
さ
ら

に

ロ
ー
プ
で

縛
っ

て
あ

る
だ
け

で
あ

る

。
鮮

度
や

形
状

は
二

の
次

か
。
日

本
で

は

『
形

が
不

ぞ
ろ

い
だ

』
と
か

「
痛

ん
で

い
る
」

と
か

。
と
う

て

い

商
品

に
は

な
ら
な

い

だ
ろ
う

に
・・
・
。

こ
の

国
に
は

、
の

っ
け

か
ら
驚

か

さ

れ

る
。

バ
ス
は
北

京
郊

外
を

過

ぎ
、
果
樹

地
帯

を
走

る
。
リ

ン

ゴ
や
モ
モ

か

主

で
あ

る
と

の
こ

と
。
中

に
は

日
本

に

は
な

い
赤

い
果
実

な

ど
も
見

受
け

ら

れ

る
。
収

穫
時
期

は

口
本

と
ほ

ぼ
同

じ

だ
そ
う

だ
・

昼
前
に
万
里
の
畏
城
に
到
奮
。

一
八
達
嶺
』
と
い
う
場
所
で
、
関
所

の
よ
う
な
所
で
あ
る
。
万
里
の
長
城

は
全
長
二
千
四
百
㎞
。
人
工
衛
星
か

ら
も
見
え
る
ほ
ど
、
地
上
で
最
大
で

最
長
の
遺
構
で
あ
る
。
各
所
修
復
さ

れ
て

い
る
と
は
い
え
。
二
千
年
以
上

も
的
に
、
そ
れ
も
人
の
手
で
造
ら
れ

た
も
の
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、

そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
歴
史
の

持
つ
不
思
議
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

次
は
、
明
の
十
三
陵
を
見
学
。
こ

こ
で
も
大
陸
的
な
規
模
の
大
き
さ
に

目
を
見
張
る
。

ホ
テ
ル
や
観
光
地
に
バ
ス
が
着
く

た
ぴ
に
、
土
産
物
を
充
る
者
が
た
く

さ
ん
寄
っ
て
く
る
。
土
産
物
に
は
定

価
が
な
い
。
売
手
と
買
手
の
交
渉
で

値
が
決
ま
る
。
共
産
主
義
国
に
お
け

る
経
済
活
動
の
一
端
と
人
々
の
商
魂

の
た
く
ま
し
さ
、
し
た
た
か
さ
を
埴

間
見
る
。

夕
食
を
と

り
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も

ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
が
い
つ
の
間
に
か
土

産
物
の
掛
軸
を
勧
め
て
い
る
あ
り
さ

ま
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

こ

万
円
一

が
八
千
円
、
五
千
円
。
三
千
円
と
値

が
下
が

り
て
い
く
。

（
注
）
中
流
家
庭
で
の
月
収
か
千
円
裡

度
。
一
元
は
約
十
三
円
。

｛
次

号
へ
続
く
｝

万 里の長城「 八連嶺」で



新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

中
　
野
　
孝
　
雄

さ
ん

良
い
悶
。
国
見
町
の
人
権
擁
護
委

・口
を
務
め
て
い
た
蓬
田
正
敏
さ
ん
の

後
任
に
、
中
野
孝
雄
さ
ん
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
。
大
乍
で
社
会
柵
祉

乍
を
専
攻
、
国
見
町
職
貝
と
し
て
動

務
し
て
い
た
際
は
、
社
会
福
祉
行
政

に
艮
く
携
わ
っ
た
経
歴
を
持
？

人
権
擁
護
委
貝
は
、
町
か
町
議
会

の
同
意
を
得
て
、
人
格
識
見
が
商
く
、

吐
会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に

特
に
理
解
の
あ
る
人
を
泌
務
大
臣
に

推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
も
の
で
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基

づ
き
、
基
本
的
人
権
を
侵
す
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
か
ら
を
監
視
・
救
涛
す
る

た
め
に
匱
か
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
の

委
員
。
人
権
侵
犯
事
件
に
つ
い
て
調

食
・
情
報
収
集
、
法
務
大
臣
へ
の
報

告
、
関
係
機
閲
へ
の
勧
告
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
人
権
に
対
す
る
啓
も

う
活
動
も
行
い
ま
す
。
任
期
は
三
尓
。

相
談
等
の
内
容
は
秘
密
と
さ
れ
ま
す
。

■

辿
絡
先
（
敬
称
略
）

中
野

孝
雄

国
見
町
大
字
泉
川
字
立
町
勘

雲
肪
4
2
9
8

｢おせち｣と｢ 年賀状｣を

一人暮らしの

お年寄りに

二

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
し

温
か
い
お
正
月
を
」
と
閥
見
町
吐
会

福
祉
協
議
会
（
冨
永
武
夫
会
長
）
か

［
お
せ
ち
料
理
］
を
、
川
見
町
赤
十

字
奉
仕
団
（
古
田
久
男
委
員
艮
）
が

、
手
づ
く
り
年
賀
状
」
を
噌
り
ま
し

心
お
せ
ち
糾
理
は
卜
二
月
一
．
十
片
Ｈ

に
冨
永
町
長
と
民
生
委
員
か
、
ｆ

づ

く

り
年
賀
状

は

。
月

‥
臼

に
Ｍ
水

町

長

、
占
………
町
議
会

議

。艮

そ
し

て
赤

卜

字
夲

仕
川
ほ

ら
か

九
卜

四
廴

の
お
年

寄

り
を
訪
ね

、
そ

れ

ぞ
れ
ｒ

雌
し
ま

し

た
。
手

づ
ぐ

り
壓

貿
状

は
、
小

卜

字

夲
什
団

ほ
か

心

を
込

め
て
作

成
し

た
も
の
で

す

。

国見の夜を彩る

阿津賀志山ビ ッグ・ツリ ー

十
一
。
月
二
十
三
日
夜
か
ら
元
日
の

夜
ま
で
の
卜
日
間
、
阿
沖
賀
志
山
。瑣

に
大
き
な
ツ
リ
ー
の
形
を
し
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル

ク
ラ
ブ
（
佐
藤
司
会
長
・
会
員
2
3人
）

が
、
「
町
の
活
性
化
の
起
爆
剤
に
」

と
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
今
回
か
三
回

目
。
十
六
口
・
十
匕
Ｈ
の
両
日
、
山

頂
か
ら
十
本
の
ロ
ー
プ
を
張
り
。
百

五
十
個
の
世
球
を
取
り
付
け
、
光
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
コ
ン
を
作
り
Ｌ

げ
ま

し
た
。
二
十
三
日
に
は
。
上
野
台
運

動
公
園
で
各
団
体
の
協
力
を
得
て
、

無
料
ト
ン
汁
や
お
む
す

び
か
配
ら
れ

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
闘
催
。
同
日
夕

方
の
点
灯
式
で
は
。
点
灯
と
同
時
に

Ｌ
十
発
の
打
ち
ｔ
げ
花
火
か
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
７
ン
に
花
を
添
え
ま
し
た
。



新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

２
台
を
配
備
！

国
見
町
消
防
団
第
三
分
団
第
二
部

（
森
江
野
地
Ｋ
）
と
第
五
分
団
第
一

部
（
大
木
戸
地
区
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

二
台
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
．

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
型
と
い
う
四
輪
駆
動
式
の

最
新
の
装
備
を
持
つ
も
の
で
、
早
成

七
年
度
消
防
防
災
施
設
等
整
備
費
補

助
事
業
に
よ
り
、
国
見
町
か
購
入
し

た
も
の
で
す
。

交
付
式
は
、
一
月
四
日
の
出
初
め

式
に
先
立
ち
行
わ
れ
ま
し
た
。

配
備
さ
れ
た
二
つ
の
分
団
で
は
、

団
員
の
み
な
さ
ん
が
定
期
的
に
繰
作

方
泌
の
訓
練
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な

火
災
予
防
広
報
等
に
も
付
効
利
用
さ

れ
ま
す
。 【消防ポンプ自動車の概要】

型式・排気量

躯鸛 ゐ'式

購入金額 ・２台】

財源内 訳

C D - 1 型(  40 り

４帖駆動方式
23.46335 円

国庫袖劾 金額　　6.330. ０００円

起債額　　　　ｰ  5 い 8. 円

う ち，12,600.000 円l二ついては８０％ の

後年度久11 楔捐麹

交付攪.見込朗　10.080.000 円

蓼年塵|‘lｔ財源　2.033.400 円

そして　もう１台

社会福祉活動嘔業川

｢宝くじ福祉号」を配備

嘔
成
七
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ｆ
１
助

成
事
業
に
よ
る
小
型
自
動
車
が
、
こ

の
ほ
ど
町
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
乗
用
車
は
。
四
輪
耶
動
、
千

六
百

に
で
、
広
報
用
の
マ
イ
ク
と
ス

ピ
ー
カ
ー
を
む
匈
ヽ
气

主
に
社
会
福

祉
活
動
事
業
の
巡
回
駆
と
し
て
使
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
彳

！
助
成
事
業
は
、
財
団
法
人
「
自
治

総
「
ロ
セ
ン
タ
ー
」
か
、
全
国
自
治
宝

く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
、
地

万
自
治
体
の
コ
ミ

ご
Ｉ
テ

。・
１
活
動

を
援
助
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の

社
会
福
祉
活
動
川
機
材
助
成
事
業
は
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

地
城
阯
会
福
祉
の
充
実
を
目
的
に
助

成
さ
れ
る
も
の
で
す

（
仙
台
ス
ト

ヴ
キ
ン
グ
国
見
工
場
》

八
巻
モ
ト
子

《
睦
商
会
》

池
田

典
生
　

岡
崎

由
災

亀
岡
　
正
弘
　

佐
藤
喜
代
ｆ

佐
藤
キ
ョ
7
.
　

鈴
木

和
子

高
擒

良
7
.
　

古
内

知
子

八
鳥

香
織
　

我
妻
　
安
男

渡
辺

邦
ｆ

（
鬼
わ
さ
び
本
舗
》

○
鹿
股
　

肇
　

○
鳥
貫

芳
宏

相
原

洋
ｆ
　

菅
野

洋
子

田
中

敦
了
　

門
川
タ
ツ
ェ

織
部
サ
ツ
ェ

一
名
鉄
レ
ス
ト
ラ
ン
）

（
）
遠
藤
　

】
火
　

○
渡
辺

輝
秦

後
藤
　
信
子

献
血
あ
り
が
と
う

平
成
７
年
1
1
月
1
5
日
実
施
分
○
印
は
4
0
0
㎡

（

敏

称

略

）

几

般
一

Ｃ
酒
片
　
勝
弘
　

○
佐
藤
　
ク
こ

○
商
橋

定
人
　
０
武
田

広
子

○
膏
野

和
久
　

安
達
は
っ
子

人
塚
　
倫
子
　

谷
津
　
陽
子

《
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら

ど

○
郡
司
　

敦
　

○
佐
藤

邦
嶐

佐
藤
　
政
子
　

制
野
　
広
子

（
公
立
藤
田
絶（
口
病
院
》

菊
地
　
明
笑

へ
人
木
戸
小
学
校
ｙ

Ｏ
後
藤
　

‐．
哲

へ
岡
見
町
商
工
｀
愬

鑓
水
　
正
春
　

佐
久
間
正
男

｛
国
見
町
役
場
ヽ

蓬
田

恭
子



申
告
を
終
わ
っ
て
父
さ
ん
よ
い
笑
顔
…

申
告
相
談
は
　
２
月
９
日
か
ら

国
見
町
で
は
、
二
月
九
日
（
金
）

か
ら
三
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
の
日

程
で
、
町
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告

相
駁
を
行
い
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
昨
年
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
所
得
を
申
告
し
て

い
た

だ
く
も
の
で
、
平
成
八
年
度
の
町
県

民
脱
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課

税
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
を
お
送
り

し
ま
す
が
、
申
告
書
が
送
ち
れ
な
か

’
た
場
合
で
も
所
科
が
あ
る
方
は
、

該
当
す
る
地
区
相
鮫
日
に
申
告
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
・

申
告
相
破
に

必
要
な
も
の

【
所
得
・

経
費
関

係
書
類
】

①
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
は

・
農
産
物
の
収
入
金
の
証
明
耆
ま

た
は
明
細
書

・
水
稲
、
果
樹
．
養
蚕
な
ど
の
受

取
共
済
金
明
細
書
お
よ
び
果
樹
、

養
蚕
の
支
払
共
済
金
の
領
収
証

・
大
農
具
購
人
の
領
収
証

・
雇
人
お
よ
び
作
業
委
託
か
あ
る

場
合
は
そ
の
領
収
証

Ｊ
Ａ

伊

遣
み

ら

い
農

業
協
同

組

合
発

行
の
『
Ｊ
Ａ

取
引

明
細

書

』

等
を
利

用
す

る
方

は
、
あ

ら
か

じ

め
収
支
内

訳
書

（
農
業

所
得

用
）

に
記
載

の
う

え
。
申

告
相

峽

を

し
て
く

だ
さ

い
。

ｙ`
事
業
・
商
兇
等
を
さ
れ
て
い
る
方

は
．
充
り
上
げ
、
仕
入
れ
．
経
費

等
の
諸
帳
簿

③
土
地
、
建
物
等
の
旗
渡
か
あ
る
方

は
．
充
買
契
約
書

④
給
与
お
よ
び
年
金
等
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

支
払
調
書

⑤
日
雇
い
や
パ
ー
ト
等
を
し
て

い
る

方
は
、
給
与
証
明
書
ま
た
は
源
泉

徴
収
禀
等

【
所

得
控

除

関

係

書

類

】

①
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料

（
十
年
以
上
の
掛
金
）
．
生
命
共

済
の
支
払
証
明
書

②
建
物
共
済
お
よ

び
火
災
保
険
料
等

の
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明
書

③
医
療
費
支
払
証
明
書
（
支
払
っ
た

医
療
費
か
所
得
の
五
％

ま
た
は
十

万
円
を
超
え
る
場
合
）

④
そ
の
他
．
必
要
と
認
め
ら
れ
る
証

明
書
等

申 告 相 談 日 程 表
会場国見町役場　第１会議室

月　日・曜日 �
午 前 の 対 象 町 内 会(

午前９時から正午まで) �

午　 後　 の　 対　 象　 町　 内　 会　

(午後１時 から午後４畤まで)

２月９日（金） �小坂・太田川 �前田・板檎・泉田上

日 ( 火） �内谷西・内谷東 �泉田中・泉田下・鳥取

14日（水） �貝田北・只田1儲 �源亰山西・渾宗山東・源宗山北・大坂

日 ( 木 ) �山根・光明寺 �鶴町・上野

16日（金） �臨城 �山崎北・滝山・石毋田東

19日（月） �大木戸 �石毋ｍ北・石毋田康

20日（火） � 所　　　 得　　　 税　　　 確　　　 定　　　 申　　　 告

21 日 (水） � 所　　　 摶　　　 ｇ　　　 硫　　　 定　　　 申　　　 告

22 日 (木） � 所　　　 碍　　　 税　　　 確　　　 定　　　 申　　　 告

23 日 (金） �石毋田表 一石毋田西 �山崎舘・山崎小舘・宮前・山崎宮舘・山崎沢田

26日（月） �富東・町東・耕谷 �宮町北

27日（火〉 � 所　　　1 辱　　　 税　　　 確　　　 定　　　 申　　　 告

日 ( 水） � 所　　　 得　　　 椏　　　 確　　　 定　　　 申　　　 告

29日（木〉 �駅前・錦町 �大町南・大町北

３月１日（金〉 �＊ 町・宮町南 �中部・原町

４日（月〉 � 所　　　 得　　　 税　　　 催　　　 定　　　 申　　　 告

５日（火） �北部・築舘・並柳 �川内

６日（水） �森江野第１ � 所 得　税 確 定　申　告

７日（木） � 所　　　 得　　　 税　　　 催　　　 定　　　 中　　　 告

８日（金） � 所　　　 絡　　　 税　　　 確　　　 定　　　 申　　　 告

11日（月） �森江野第２・森江野第３ �森江野菊４

12日（火） �森江野第５・森江野第７ �森江野第６

13日（ 水） �森江野第８・森江野第10 �森江野姚９

14日（木） �森江野璃11 ・ 森江野第12 � 所 得　税 確 定　申　告

15日（金） � 所　　　 得　　　 税　　　 催　　　 定　　　 申　　　 告

＊所得税確定申告の方は、別途お知らせする日時においでください。

＊税務署から通知のあった方は。直接、税務署で申告してください。



【
そ

の

他

】

①
申
告
に
よ
る
源
泉
徴
収
税
額
の
還

付
は
口
座
振
込
と
な
り
ま
す
か
ら
、

金
融
機
関
名
お
よ
び
口
座
番
号

②
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る

方
で
、
添
付
書
類
等
の
不
明
な
点

に
つ
い
て
は
税
務
課
課
税
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

所
得
税
の
申
告
も

忘
れ
ず
に
！

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

方

①
給
与
の
年
収
か
二
千
万
円
を
超
え

る
方

②
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
方

土
地
や
建
物
な
ど
を

売
却
し
た
と
き

昨
年
中
に
、
土
地
や
建
物
を
充
却

し
た
方
は
、
譲
渡
所
得
の
確
定
申
告

か
必
要
で
す
。

確
定
申
告
の
手
続
き
は
、
他
の
所

得
と
一
緒
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
・

申
告
の
期
限
は
、
三
月
十
五
日
ま

で
と
な

う
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
課
　
課
税
係

雲
翦
2
1
1
1

内
線
１
５
２

・
福
鳥
税
務
署
　
Ｓ
叫
３
１
２
１

・
税
務
相
談
室
　

魯
叨
4
8
1
1

届
け
ま
し
ょ
う

か

ん

が
い

農

地

の

面
積
等
異
動

七
地
改
良
区
費
の
水
利
費
賦
課
は
、

毎
年
四
月
一
日
現
在
の
農
地
面
積
を

基
準
に
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

甲
成
八
年
度
の
水
利
費
賦
課
の
基

準
と
な
る
農
地
面
破
等
に
異
動
の
あ

っ
た
場
合
は
、
次
の
と
お
り
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
農
地
の
売
買
等
に
よ
り
所
有
権
に

異
動
か
あ
っ
た
場
合

・
地
区
除
外
を
す
る
場
合

・
経
営
移
譲
等
に
よ
り
、
名
義
変
更

を
し
た
場
合
（
死
亡

の
場
合
を
含

む
）
　
　
　
　
　
　

－

・
農
地
の
貸
借
か
行
わ
れ
た
場
合

（
水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
確
詔
し

て
く
だ
さ
い
）

－

届
け
出
期
限

平
成
八
年
三
月
二
十
九
日
ま
で

－

届
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

桑
折
町
字
西
段
1
9

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

一－
劼
2
3
1
9

観月台文化情報

大 川 栄 策 ショー
２月３日（土）　午後１時・午後４時　２回公演

全席指定 前売券3  , 0 円　当日券4  , 000円

F恋吹雪」や 「さぎんかの宿」 などのヒ ット曲と青空球児

・好児のバラエ テｆ－ シ ９－を存分にお楽しみください。

天 満 敦 子 ヴァイオリン・リサイタル

２月９日（金）　午後６時30分開演

全席自由　入場券1,000円

ルーマニアから亡命した流浪のヴ ァイオリニ ストが、日本

大使館貝に託し たヴァイ オリン曲「望郷のバ ラード」は 、

聴 く 人の心 を震 わせ ます。今、人気絶頂の天満敦子が観 月

台にデビ ューし ます。

■ 問い合 わせ　国 見町教育委員会　 生涯学習課　 文化振興係　8  5 ｰ 2 6 7 6



成人おめでとう

成 人;圧書 の 授 与

新
成
人
は

百
九
十
八
人

一
月

十
丘

口
、
平

成
八
年

国
見

町

成

人
式

が
、
観

月
台

文
化

セ
ン

タ
ー

で
‥
ば
わ

れ
、
百

九
卜

八
人

が
人

人

の

仲

川
入

り
を
し

ま
し

た

。

ト

ー
時

か

ら
始
ま

。。
た
式

典
で

は
、

冨

永
町

長
か

、
五
地

区
の
代

表
そ

れ

ぞ
れ

に
成
人

証
耆
を

手
渡

し
ま
し

た

。

そ
し

て
、
成

人
記

念
品

の
贈
呈

、

占

田
町

議
会

議
長
と

斎
鵬

町
選

挙
管

理

委
員
会

委
貝

長
の

睨
辞

の
後

、
伍

浦

裕
貴

さ
ん
か

新
成

人
を

代
太

し
。

。兮

私
た
ち
の

心
の

中

に
は
、

夢
と

希
望

、
そ
し
て

強

い
決
意

か
あ

り
ま

す

。
こ

の
決
意

が
あ

る
限

り
、
困

難

を
柬

り
越
え
て

い
く

こ

と
は
決

し
て

難
し

い
こ
と
で

は
な

い
と
思

い
ま
す

」

と
答
辞

を
述

べ
式
典

を
終

え
ま

し
た

。

引

き
統
き

行
わ

れ
た

パ
ー
テ

‘
ｉ

で
は

、
久
し

ぶ
り

に
企・
７
．
た
友

人
と

話

に
花
を
咲

か
せ
て

い
ま
し

た
。

コ

ン

テ

ス
ト

正
剛

ｆ
蜆

に
は

、
親
し

み

と
ユ

ー

モ
ア

に
あ

ふ
れ
て

い
る

短
歌
形

人
の

Ｌ

紙

‘「
は

が
丶
－
歌

’
が

あ
り

ま
す

。

限
定

さ
れ
た

詩
形

に
、

簡
潔

に
Ⅲ
‥伴

を
読

み
込
む

こ
と

で
送

り
Ｆ

の
気
持

ち

が
余
韻
レ
‘な

二
・
、似

わ

Ｊ。
て
き

ま

す

。
正
岡
ｆ
川

の

ふ
る

き

と

「
文

学

の
ま

ち
松
山

‘
か

ら

。
は

が
き
歌
一

を
矼

集
し
ま

す

ｒ

晩

に
ち

な

ん
だ

、
素
直

な
気

柚

ち

今
ご
心
矼

く

だ
癶
二

■
応
矼

資

鵬

ど
な

た
で

″
リ
心

矼
で

き

ま
す

け
へ
、
友
へ
、
悪
人
へ
等
）
と
前

占
き
し
、
本
廴
の
仕
所
。
氏
名
、

印
齢
、
性
別
、
心
話
品
号
を
記
人

す
る
こ
と
。

は
が
き
一
油
に
一
作
品
と
し
ま
十

か
、
ひ
と
り
何
通
で
も
応
矼
で
１
.
4

ま
す

■
矼
集
期
間

傴
吐
ぺ
年
１
川
二
十
日

｛
当
日
消
印
有
効
｝

■
そ
の
他

作
品
は
恥
発
表
の
も
の
に
限
・
り
ま

す

■
形
式

．
短
歌

」
形

式

の
便

り

短

歌
形
式

な
ら

．．．卜

．
欠
字

に

隈

り

ま
せ
ん

■
内
容

誰
か
に
想
い
を
似
え
る
も
の

近
況
伽
占
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
、
Ｑ
歸
、

お
乢
、
お
わ
び
等

－
応
募
方
法

竹
裂
は
が
き
に
、
縦
み
き
で
、
作

品
と
あ
て
完
「
　

・
二

｛

父
へ
、

■
応
募
先

〒
７
９
０
　
９
１

訟
山
中
夾
郵
艇
局
私
耆
箱
挧
り

は
が
き
歌
（
Ｌ
国
コ
ン
テ
ス
ト
係

■
問
い
合
わ
せ

暖
媛
県
吩
山
巾

正
岡
子
咀
記
念
博
物
館

髫
０
８
９
（
９
３
１
）
5
5
６
6

1/

26

は

文化財防火デー

‐‐
川
ニ

ト
六
Ｈ

は

、
攵
化

財
を
火

災
か

ら
守

る

「
文
化
財

防
火

ヂ

ー
ご

で
す

．

文

化
叶
防

火

デ
『
‘
は
、
昭
和

．一
卜

四
年

一
川

し
亅
六

川

に
、
法

隆
寺
金

堂
の

壁
画

が
大
火

の

た
め
焼

大
し

た

教
訓

を
も

と
に

、
同
ニ

ト
年

か
ら
実

施

さ

れ
て

い
る
も

の
で

、
今

回
で
四

ト
ニ

回
目
．

国
Ｕ
、町
で

は
こ

の
日

、
町
文

化
財

保
護
審

議
会

委
員

か
ド

要
な
指

定
文

化
町

を

パ
ト

ロ

ー
ル
し

て
、
そ

の
似

存

状
態

や
管

理
状

況
な

ど
に

っ

い
て

の
再
硫

認
を

行

い
ま
す

．

か
け

か
え

の
な

い
文

化
財

の
保
護

と
保
存

に
み

な
き

ま
の

ご
協
力

を
お

願

い
し

ま
す

．

な

お
、
固

見
町

に
あ

る
指
定

文
化

叶

は
次

の
と

お
り

．

は
が
き
歌



【
指

定

文

化

財
】

町
指
定

県
指
定

国
指
定

指
定
別

・
沼
田
神
杜
本
殿
彫
刻

・
朿
大
窪
八
幡
神
社

こ
こ
常
院
木
造
阿
弥
陀

一
二
茸
立
像

・
安
養
寺
一
木
造
薬
師

如
来
坐
像

・
福
聚
寺
一
木
虚
空
蔵

菩
薩
坐
像

・
伊
達
政
宗
書
状
・
伊

遷
晴
宗
判
物

・
西
大
岐
深
山
神
社
電

船
桧
馬

・
阿
津
賀
志
山
一
二
十
Ｊこ

観
音
八
十
八
大
師
画

像
碑
群

・
沼
田
神
社
再
建
遷
宮

祝
俳
諧
歌
奉
額

・
沼
田
神
社
南
藤
堂
武

俊
七
十
齢
賀
舟
俳
諧

歌
奉
飯

・
国
見
神
社
宝
豪
俳
諧

奉
額
（
高
城
）

・
国
見
神
社
算
額
（
同
）

・
徳
江
観
音
掌
汽
車
栓

馬
・
岩
淵
遺
跡

・
森
山
第
四
母
墳

・
旧
佐
藤
家
住
宅

・
塚
野
目
第
一
号
墳

・
石
毋
田
供
養
石
塔

・
阿
津
賀
志
山
防
塁

名
　
　

称

町
指
定

指
定
別

・
壥
下
古
墳

・
大
木
戸
窯
跡

・
乍
田
銀
山
二
階
爭
鉱

口
跡

・
旧
奥
州
道
中
国
見
峠

艮
坂
跡

・
石
毋
田
城
跡

・
泉
田
小
学
校
跡
（
泉

秀
寺
）

・
藤
田
城
跡

・
旧
羽
州
街
道
小
坂
峠

・
Ｅ
壇
古
墳

・
内
谷
春
日
神
社
太
々

神
楽

・
深
山
神
社
の
大
カ
ヤ

大
茄

・
義
経
の
腰
掛
松

・
一

滝
神
社
の
わ
く
水

名
　
　

祢

福島地方拠点都市地域の
シンボルマークと愛称募集

祖鳥地方拠点 都市地 域は、福鳥市及び二本松市と伊達郡、安達郡の２市13 町２村から 構成さ れています。

本地域は、 平成 ５年４月に指定され、地域の目指す将来像を「美・雄・知・ふるさと　 ふくしま都市圈」とし、現 在、基本叶・ に

碁づき振興整備 を遺めているところであり、平成 ７年度からは地域の一体化を図るため、ソフト事業を進めてい くことにしています。

そこで、 本地 域をアピールするため。地 域を象徴するわかりやすく 観しみの持てるシン ボルマークと愛称をそれぞれ募集します。

◆シンボルマーク

・ 用紙は 、B  5  (  257・・X182 － ）の|‘l概を槓に 使用Ｌてくだきい． ｛用紙１枚に１作品｝

・ 使川する色は． ４色 までとＬてください．

・作品の裏而に作品制作意図．仕所、氏名（.;.りかな）、年齢、職業 （･７校名・学年J､電話 番眇を記入してください．

・ 作品は折‘S曲げないで、郵送または 直接持 参してください 、

◆愛 称

・官製 ハガ キに愛 眸とn 湍､制作意図 、住所．氏 名｛ふりがな｝、年齢、職業（学校名・学 年）、電話番号を記 入してください.

cハガ キ 】妝に 口 乍品）

◆応募締切

平成８ 叭２ 月 日 ( 当 日消印ff 効 ）

◆応募先・資料請求先・問い合わせ先

〒960 福島市五老内町３の１　福鳥地方広城行政事挌組合事務局　 魯 催 45 ｰ ｰ 34

◆賞（ 入選）

○シンボルマー ク

・最優秀賞　１点（賞金20 万円）　　 ・佳作　2 点 (貫金　４万円l

○愛称

・最優秀賞　ｌ点（賞金10 万円）　　 ・佳作　２点（賞金　２万剛

◆発 表

平成８年３月上旬 、福鳥民報、楓島民友新聞紙上に掲載し、３月下旬の式 典で表彰します、

◆応募上の注意

・ 応募資枯．応募点数は問い ません，

・ 応募作品は ，自作 未発 表の作品に覯ります，

・ 人選作品の許作 権及び使用権は福鳥地 方広城行政事務組合，安達地 方広域行政組台に帰 属し ます，

・最優 秀作品の使用にあた-j ては，補作あ るいは修正することがあ ります，
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公
民
館
だ
よ
リ

国
見
町
公
民
館

躙
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

酋
　

帥
2
6
7
6

F
A
χ

卿
2
7
0
7

人
形
劇
・

ケ

ー
キ

づ

く
り

な
ど

に

歓

声

～
　
こ

ど

も

ま

つ

り

～

公
民
館
主
催
の
子
ど
も
ま
っ
り
は

十
二
月
十
七
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
人
形
劇
や

ゲ
ー
ム
、
創
作
活
動
を
通
し
て
、
親

子
や
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
鬨
い
た
も
の
で
。
幼
稚

園
児
と
小
学
生
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
な
ど
約
‘Ｒ
五
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
．

は
じ
め
に
、
福
鳥
女
子
短
期
大
学

児
童
文
化
研
究
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

等
身
大
の
人
形
を
使
っ
た
ボ
ー
ド
ビ

ル
人
形
劇
と
ゲ
ー
ム
、
引
き
続
き
内

池
和

子
さ

ん
、

杉
畸

匸
ぽ
き
ん

を
講

師

に
ジ

ャ
ン
ボ
々
／
リ

ス
マ

ス
ツ

リ

ー

づ
く

り
、

ク
リ
ス

マ

ス
ケ

ー
キ

づ
く

り

を
行

い
ま

し

た
。

ツ
リ

ー
づ
く

り
は

、
高

き
約

。。。メ

ー
ト

ル
の
モ

ミ
の

木

に
、
折

り
紙

で

サ

ン
タ
ク

ロ
ー
ス

や

星
。
ろ

う
そ

く

な

ど
を
作
り

、

に
ぎ

や
か

に
飾
り

付

け
を

し
ま
し

た

。
ま

た
ケ

ー
キ

づ
く

り

は
、
ケ

ー
キ
の

生
地

を
焼

き
、

生

ク
リ

ー
ム

。
い
ち

ご
、

ア

ン

ゼ
り

力

な

ど
の
飾

り
を
付

け
、

番
加

者
全

員

で
会

食
を
し

ま
し

た

。

今

年
は
、

く

に
み
女

性
教

室
生

に

ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア

と

し
て

ケ

ー
キ
、

ツ

リ

ー
づ
く
り

に
お

手
伝

い

い
た
だ
き

、

大
変

助
か
り

ま
し

た

。

ツ

り
１
は

ク
リ

ス
マ

ス
ま
で

観
月

台

文
化

セ
ン

タ
・
“
ロ
ビ

ー
に
飾

ら
れ

。

雰

闘
気
を

盛
り
上

げ
て

い
ま

し

た
。

子
育
て
教
室

閉

講

式

去

る
十

二
月
一
．
十
日

・
水

曜
日

に

今
年

度
最

後
の

「
子
育

て
教

室
」

が

行
な

わ
れ

ま
し

た
『
、
参
加

数

は
．
研

修
生

．・．．十

一
人
、
幼

児

四
十

二
人
、

保
育

ポ
ラ

ン
テ

”
ア

の
方

十

三
人
で

（
口
計

八
十

六
人
と

い
う
多

人
数

で
盛

大
な
む

の
で

し
た

．

初

め
に
『
子
育
て

の
環

境
づ
く

り
Ｉ

と

い
う
テ

ー
マ
で
講

話
を

聴
き

ま
し

た
．
講

師
は
．

も
う

す

っ
か
り

お
な

じ
み
の

藤
川
小

学
校

長

・
大
槻
太

先

生

で
す

．
先
生

の
温
和

な

お
人

柄
と

た
く
さ

ん
の
実

話

と
を
織

り
混

ぜ
た

お
話
は

、
砂

に
水

か
染

み

込
む
よ

う

に
、
聴
く

人
の

心
に
浸

透
し

ま
し

た
．

『
家
庭
教
育
の
核
心
は
、
生
き
る
こ

と
と
結
び
つ
き
、
さ
さ

い
な
こ
と
で

も
毎
日
く
り
返
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
独

自
性
と
他
を
も
コ

ヽ
代
行
で
き
な
い

と
い
う
特
質
が
あ
る
Ｊ

と
い
う
こ
と

や

「
意
識
、
無
意
識
に
か
か
わ
ら
ず

親
の
生
活
行
動
の
す

べ
て
か
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
最
も
身
近
か
な
環
境

で
あ
る
Ｊ
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
。

『
子
ど
も
は
。
生
活
の
す
べ
て
を
親

（
家
族
）
か
ら
学
ん
で
い
る
Ｊ

と
い

う
こ
と
な
ど
を
具
体
的
な
例
を
挙
げ

て
話
し
て
下
さ

い
ま
し
た
・

お
母
さ

ん
遠
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
う
な
づ
き

な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。講

話
に
ひ
き
っ
づ
い
て
、
閉
講
式

か
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
郎
の
係
か
ら
あ
い
さ
っ
や
今

年
度
の
実
施
状
況
報
告
、
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
へ
の
お
礼
を
述
べ
た

後
、
研
修
生
を
代
太
し
て
赤
井
畑
幸

子
さ
ん
か
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
閉

式
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
親
７
」
い
っ
し
ょ
の
『
お

豪
し
み
会
』
か
、
お
母
さ
ん
遠
の
手

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
お
や
っ
を
食

べ
た
り
、
お
ほ
さ
ん
達
か
演
ず
る
人

形
劇
を
見
た
り
し
て
楽
し
ん
で

い
ま

し
た
。

火
年
度
の
再
会
を
楽
し
み
に
、
今

年
度
の

『
子
育
て
教
室

』
を
終
了
し

ま
し
た
。

▲ボ ードビルに見入る子ども たち

・ 子どもたちはサンタクロ ースの 登場に大喜び

・r 子育ての環墳づく･J. について学.i;



ド
リ
ー
ム
が
初
優
勝

～
町
長
杯
家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
～

第
十
三
回
町
畏
杯
家
庭
バ
レ
ー
ポ

ー
ル
大
会
は
十
二
月
十
目
、
勤
労
者

体
青
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
で
冨
永
武
夫
町
長
の
あ
い

さ
つ
、
吉
田
久
男
町
議
会
議
長
の
祝

辞
、
小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
の
藤
原
シ

ゲ
子
さ
ん
の
力
強
い
選
手
宣
誓
の
あ

と
試
合
か
始
ま
り
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
九
チ
ー
ム
か
参
加
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
実
力
伯
仲
の
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
ド
リ
ー
ム

か
朷
優
勝
し
ま
し

た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

ド
リ

ー
ム

準
優
勝
　
小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

第
三
位

徳
北
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会

▲舛戦を繰り広 げたバレ ーポ ール大会

優

勝
は
瀬
戸
・
徳
江
ペ

ア

～
町
長
杯
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
～

第
円
同
町
妊
抔
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

大
会
は
十
二
月
卜
し
卜
、
観
川
台
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
郎
で
聞
か
れ
ま
し

た
。

人
会

に
は
町
内

の
愛
好
者

．．．
卜
円

人

か
出

増
し
、
ｌ

な

ま

た
は
女

子
に

よ

る

ペ
ア

を
細

成

、
や

選
リ

ー
グ
と

決

勝
ト

ー
ナ

メ
ン
ト

に
熱

戦
を
繰

り

広
げ

ま
し
た
．

成
績

は
次
の

と

お
り
で

す
．

優

勝

準
優
勝

第
二
位

瀬
戸
　
拓
光

徳
汪
忠
１

子

鈴
木

孝
雄

鴫
原
ア
キ
イ

佐
勝
　

政
一

鈴
木
　

一
ｆ

ベ
ア

ペ
ア

ペ

ア

町民教室のご 案内

親子スキー教室
1｡と　 き　１月2ｓI囗哨文化センター仙8:45 出発
2.と こ ろ 二本t公,lj l,塩沢スキー蝿｣

3.対　 象 小・中学生とその親，祖父母等
･1.定　n 50 名

5.経　 費　一一人1,!i}{}円
６.そ の 他 初心古には指導者かっきます

7.申し込み　１月23H i大｣ まで国ｌ町公民館へ

３　 Ｂ　 体　 操
ボーIL ・べJL ・べ･x･ダ・--を陵 ・て、韲稾にajl せてll

ズミカ41 こ楽しみなからのﾂ･・ｆブア.､ブで．い-J
までもｔＬく健康で./

ｌ。と　 き　2116.1;1 ，20.27 ・:111511

鈿i剄火曜||　世ぺ５日I!I::sI ヽ22:111

2.と こ 冫1 畸j1台文化セン ター

3. 社　 象 町内l爿･:1卜ｔるな性叭ゐI

･1.内　 容 初心者向きの,呱本的な実技指導

5.定　 ａ: 附名

li.jx　 師　AB  体 会帥範lfilll久ｌ 子先牛

7.111し込み　 】月261】1金| まで 見 町公氏館へ

▲白熱したゲームを膜聞したバウンドテニス大会

行　　事　　の　　お　　知　　ら　　せ

月�Ｈ �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　　 ’μ �II�Ｈ�曜 � 行　　　　　　　　　　　　　114

ｌ �17�

水 �・子ども移動図書館（藤田小３年） �

２ �

１�木�り ど`も移鉤図酋館 く大岐小）

�����３�土�

・大川栄策＆i?空球児・好児　　

歌謡＆バラエティーショー（ホー･ﾚ）
�18�木 �

・阿津賀志学級　弁呪い新年会

・子ども移動図書館（森江野小）

�����６�火�

・f-ども移助図方錐（大木戸小）

・３Ｂ体操教室

�22�月 �・子ども移動図書館（小坂小）

�����８�木�・子ども移動図耆綰（轟江野小）

�23�火 �・子ども移動図書館（藤田小２年） �����９�金�・天満牧１ヴフイオリンリサイタル41ホール）

�28�日 �・ 親了･スキー教室 二 本訟,lir塩沢スキー場JJ �
�10�上�・少年仲問づくり教室閉講式

�����13�火�・3B 体操教室
�30�火 �・子ども移助図書館（藤田小１年）



わ

だ

い

交
通
事
故
の

撲
滅
を
願
っ
て

ト
ー
。月
十
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
『
国
見
町
・
桑
折
町
交
通
安

全
町
民
大
（
ど

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
交
通
安
全
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
実
践
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
関
係
者
三
百
人
が

出
席
、
交
通
事
故
の
撲
滅
を
誓
い
な

い
ま
し
た
。

音
楽
の
共
演

ふ
る
さ
と
音
楽
祭

十
二
月
九
日
、
国
見
町
ゆ
か
り
の

音
楽
家
た
ち
に
よ
る
演
奏
会
か
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
口
は
、
盲
楽
教
青
に
艮
く
挑

わ

。い
た
松
田
芳
7
。
先
生
と
秦
祥
Ｆ
先

生
が
こ
れ
ま
で
の
音
楽
人
生
に
っ

い

て
講
演
を
行
い
、
桃
本
Ｌ
恵
、
和
田

恵
子
、
聴
苅
由
美
了
、
高
噴

い
ず
み
、

商
咄
桂
子
、
斎
藤
ミ
ヱ
子
氏
の
六
人

か
、
ピ
ア
ノ
に
フ
ル
ー
ト
そ
し
て
声

楽
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
福
島
県
地
域
振

興
調
整
費
の
助
成
を
受
け
て
闘
催
さ

れ
た
も
の
、

県
北
中
・
藤
川
小

福
祉
事
業
に
寄
付

『
歳
末
た
す
け
あ

い
に
』
と
、
県

北
中
学
校
生
徒
会
（
赤
坂
川
日
香
食

長
）
と
藤
田
小
学
校
児
砥
会
が
寄
付

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
県
北
中
生
徒

公
は
文
化
祭
の
バ
ザ
ー
益
令
を
、
藤

川
小
児
敬
会
は
お
小
遣
い
の
中
か
ら

の
募
金
で
す
。

無
火
災
願

っ
て

．
月
四
川
、
国
見
町
消
防
団
の
出

叨
め
式
か
行
わ
れ
ま
し
た
．
点
険
の

後
、
冨
永
町
長
と
佐
藤
団
長
が
訓
示

．

今
乍
も
同
消
防
団
は
、
火
災
の
々

い
町
づ
く
り
の

．
翼
を
担
い
ま
す
．

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

圖
伊
達
地
り
統
計
協
会
統
計
功
労
青

表
彰

（
敬
昨
略

）

八
　
島

直

喜

阿

糾

忠
　
ｔ
へ

■
福
鳥
県
統
融
協
会
長
表
彰
（
同
）

宍
　
戸
　
安
　
次

心配ごと相談
閑・た.こ,とや相談したいことがあるときは

お気軽にどうぞ．秘密4j守ります，

場所：仕場 り 階）扣談室
（東側入llかぶ,お入りください）

時 間:午前９畤から12畤まで
2  5  日 斎 藤 光尖・斎● 洋子
月 燔 日 7 瓶　 茂・佐久間モト

2jlｓn :匍M で久間 皋・渋谷 蹙ｆ

人 口 と 世帯

１月１日現在（ 前月比 ）12 月中の勤き

人　口

15.7117 人（－７）

女6  靆 25人（　12）

JI･ll .8 : 人(  - 19)

世帯数3. i( 戸（　削

転 人11 人

転川25 廴

川生　 ６ 人

死亡　l 口、

編集

雑記

編集・発行　国見町総務課
孥ｑ19 17

11鳥叫!'it５囚ＱＩ隲 宇i111宇 川U., ｙ･l

譴 村 34 ｢ 52 い 一　卜ＡＸ四ｰ  ﾀ 幻 8  第

誕生おめでとう
s･ のyl　 保輿a･　 町内２

豪I, た1! 凵 佐● 武直1111jlll 啝

’li　j､MI ’･; .り Ｒ.蒲 吐限11　111

{  1  [  ゆ う ぎ3仲･fQ 郎 ｉ　 山

|‘4  ﾖ ま　 ｙ･) 第 野　 鐓 ４　 ●j

航 (  わ r.:る3内Ｈ　 刄 町　4

7 で拾 冖:1’ Ji 二１仙lll　･ll･Jfll!:j1114t

結婚おめでとう

氏　　 名　　　　11 内余

1｛･ 喘 鳴 癶　　　|111:･ 宮朏
ζ･!･　　1:玲　　　 中　 川

.;;　11　111｝!1　　　 桑111 11

島n la　 ¶’　　I ﾄﾞ;’・1.1t
ls　Iζ ’I,t　　　　　吊1　.

1g･，|11 1‘tlll y，　　 暖 川 町

おくやみ申しあげます

尺　　 ｔ　　 年齢　　li 内全

11･ ● ’フ　ミ　　SI　　 人ｌ】ｌ

哂IIl k 撞　　 冫S　　 λ･i 北

･41 叛　　 昂　　:12　　 心 前

,1’4 11!弘 讓　　l;9　　 駅　 嵋

j’ ; Ⅲ イ 
Ｊ．　　＆Ｓ　　 乱　Slq
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・ Ｆ 重　，l;　　81　　 夲　SI

一一良 Ｊ -｡･　　 卵　　 太l町冖

本|｜　jl ll｡ S7　　 μ　| ね


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14

